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(57)【要約】
　本発明は、外科器具（１２）、特に内視鏡を再処理す
るための再処理デバイス（１０）用の流体分配器（１１
）において、それぞれの場合に、第１の入口（１７）及
び第１の出口（１８）を有する第１の流体穴（１５，１
６）を有する第１の流体ルーティング本体（１３）を有
し、第２の入口（２４）及び第２の出口（２５）を有す
る少なくとも２つの第２の流体穴（２０，２３）を有す
る第２の流体ルーティング本体（１４）を有する、流体
分配器（１１）であって、第１の流体ルーティング本体
（１３）及び第２の流体ルーティング本体（１４）が、
回転軸（２７）の周りに互いに対して回転可能であり、
それにより、第１の流体穴（１５，１６）が少なくとも
２つの第２の流体穴（２０，２３）と所定のシーケンス
で流体連通する、流体分配器（１１）に関する。



(2) JP 2018-509970 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外科器具（１２）、特に内視鏡を再処理するための再処理デバイス（１０）用の流体分
配器（１１）において、それぞれの場合に、第１の入口（１７）及び第１の出口（１８）
を有する第１の流体穴（１５，１６）を有する第１の流体ルーティング本体（１３）を有
し、第２の入口（２４）及び第２の出口（２５）を有する少なくとも２つの第２の流体穴
（２０，２３）を有する第２の流体ルーティング本体（１４）を有する、流体分配器（１
１）であって、前記第１の流体ルーティング本体（１３）及び前記第２の流体ルーティン
グ本体（１４）は、回転軸（２７）に対して回転可能であり、それにより、前記第１の流
体穴（１５，１６）は前記少なくとも２つの第２の流体穴（２０，２３）と所定のシーケ
ンスで流体連通する、流体分配器（１１）。
【請求項２】
　少なくとも２つの第１の流体穴（１５，１６）は前記第１の流体ルーティング本体（１
３）内に設けられることを特徴とする、請求項１に記載の流体分配器（１１）。
【請求項３】
　ｍにｎを乗じた数の第２の流体穴（２０，２１，２２，２３）は、前記第２の流体ルー
ティング本体（１４）内に設けられ、ｎの第１の流体穴（１５，１６）は前記第１の流体
ルーティング本体（１３）内に設けられ、ｎ及びｍは自然数であり、ｎは１より大きく、
ｍは１以上であることを特徴とする、請求項１又は２に記載の流体分配器（１１）。
【請求項４】
　前記第１の流体穴の前記第１の出口（１８）又は前記第１の流体穴（１５，１６）の前
記第１の出口（１８）及び前記第２の流体穴（２０，２１，２２，２３）の前記第２の入
口（２４）は、前記回転軸（２７）から同じ距離にあることを特徴とする、請求項１～３
のいずれか１項に記載の流体分配器（１１）。
【請求項５】
　前記第１の流体穴（１５，１６）の第１の出口（１８）の少なくとも２つの列（ｒｏｗ
）及び前記第２の流体穴（２０～２３）の第２の入口（２４）の少なくとも２つの列が設
けられ、前記第１の流体穴（１５，１６）の前記第１の出口（１８）から前記回転軸（２
７）までの各列の距離は、前記第２の流体穴（２０～２３）の前記第２の入口（２４）の
列から前記回転軸（２７）までの列の距離に対応することを特徴とする、請求項１～３の
いずれか１項に記載の流体分配器（１１）。
【請求項６】
　中空円筒（４１）が設けられ、前記中空円筒（４１）内に、前記第１及び第２の流体ル
ーティング本体（１３，１４）が配置される、又は、前記第１又は第２の流体ルーティン
グ本体（１３，１４）は、前記第１の流体穴（１５，１６）又は前記第２の流体穴（２０
～２３）を端面（４２）に有する中空円筒ポットとして設計され、他の流体ルーティング
本体（１４，１３）が前記ポット内に配置されることを特徴とする、請求項１～５のいず
れか１項に記載の流体分配器（１１）。
【請求項７】
　平坦シール（４５）は、前記第１の流体ルーティング本体（１３）の端面（４３）と前
記第２の流体ルーティング本体（１４）の端面（４４）との間に配置され、前記第２の流
体ルーティング本体（１４）に対する前記第１の流体ルーティング本体（１３）の相対的
回転移動を可能にすることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の流体分配
器（１１）。
【請求項８】
　シャフトシール（４６）が設けられ、前記シャフトシール（４６）は、前記中空円筒（
４１）と前記第１及び／又は第２の流体ルーティング本体（１３，１４）との間のシール
を提供する、又は、中空円筒ポットとして設計される前記第１又は第２の流体ルーティン
グ本体（１３，１４）と他の流体ルーティング本体（１４，１３）との間のシールを提供
することを特徴とする、請求項６又は７に記載の流体分配器（１１）。
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【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の流体分配器（１１）によって、外科器具（１２）
、特に内視鏡を再処理するための再処理デバイス（１０）。
【請求項１０】
　外科器具（１２）、特に内視鏡を再処理するための再処理デバイス（１０）における、
請求項１～８のいずれか１項に記載の流体分配器（１１）の使用法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［技術分野］
　本発明は、外科器具、特に内視鏡を再処理するための再処理デバイス用の流体分配器に
関する。更に、本発明は、外科器具、特に内視鏡を再処理するための再処理デバイス用の
流体分配器、並びに、再処理デバイスにおける対応する流体分配器の使用法に関する。
［背景技術］
　内視鏡が疾病を診断し処置するために使用されることが従来技術分野で知られている。
内視鏡並びに他の外科機器の使用のために、これらの外科器具は、患者に対して使用され
た後に、再処理されなければならない、すなわち、清浄化され消毒されなければならない
。
【０００２】
　外科器具を再処理する場合、法的規制及び臨床的規則が、厳格に守られなければならな
いため、こうした内視鏡チャネルの内部のまた外科器具、特に内視鏡の表面上のコンポー
ネントは、消毒され、病原菌、細菌等がない状態でなければならない。
【０００３】
　外科器具、特に内視鏡の再処理デバイスは、適切な流体を使用して、外科器具の外側表
面並びに内側チャネル及びチャネルシステムを清浄化し消毒する装置を有する。洗浄サイ
クルは、通常、このために設けられる。特に、外科器具の、特に、それぞれ内視鏡又は可
撓性内視鏡の内側チャネルの洗浄の場合、再処理の衛生上の結果は、再処理流体の流量に
依存する。液体又は気体が再処理流体として役立つ可能性がある。
【０００４】
　更に、ＥＴＤという名称の下の、Ｏｌｙｍｐｕｓ　Ｗｉｎｔｅｒ　＆　Ｉｂｅ　Ｇｍｂ
Ｈ（ハンブルグ所在）からの再処理装置は、可撓性内視鏡を再処理し消毒するために知ら
れている。この装置において、内視鏡のチャネルは、特に可撓性内視鏡の機械式清浄化及
び消毒を通して、それぞれ再処理流体或は洗浄、清浄化、及び／又は消毒液によって洗浄
される。
【０００５】
　医療において、外科器具が使用された後に、清浄化及び消毒用機器等の再処理機器にお
いて外科器具の再処理に厳しい要求がかけられる。再処理は、通常、内視鏡を洗浄するス
テップ、消毒するステップ、並びに乾燥させるステップを含む。１つ又は２つの洗浄ステ
ージ又は予備洗浄ステージが消毒に先行する。これに続いて、清浄化水によるリンスプロ
セス及び更なる乾燥ステップが行われる。洗浄し消毒するため、消毒用の１つ又は複数の
化学物質が、それぞれ洗浄媒体又はクレンザに付加される。正確な投与がこの状況におい
て重要である。
【０００６】
　特に重要なことは、外科器具、特に内視鏡を再処理するときの内視鏡チャネルの清浄化
及び消毒に帰する。外科器具を再処理するため、外科器具のチャネルは、再処理デバイス
のリンス回路に接続される。内視鏡チャネルを再処理するため、チャネルは、例えば、清
浄化される内視鏡がその中に配置される受取りバスケットのアダプタに接続されるため、
その後、清浄化される内視鏡を有する受取りバスケットを再処理デバイスのリンスチャン
バに導入するとき、チャネルは、リンス回路のリンスチャネル又はリンス回路のカウンタ
パーツを有するアダプタに接続される。
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【０００７】
　内視鏡のチャネルは、プラグイン結合又はネジ込み式継手によって、リンスチャンバ内
に設けられるリンス回路に結合され、チャネルは、リンス回路のラインに個々にかつシー
ケンシャルに接続される。更に、アダプタ及びカウンタパーツを互いに接続することが可
能である。
【０００８】
　時間がかかる方法でバイパスされ接合され、また、しばしば多大な損失を伴う停止弁、
Ｙホース接続ピース、又は指向性弁は、流体、特に液体及び気体を、それぞれ、清浄化さ
れるチャネルに又はリンス回路内に供給するために存在する。この状況において、流体は
、チャネルを通して流れ、複数のホースに分配される可能性がある。しかし、均等な分配
並びに均等な投与を提供することは困難である。
【０００９】
　流体分配器、並びに、外科器具、特に内視鏡を再処理するための再処理デバイスを提示
することが本発明の目的であり、それにより、流体の正確な分配、特に正確な投与が可能
にされて、これらの流体によって、対応する外科器具を効率的に再処理する。
［発明の概要］
　この目的は、外科器具、特に内視鏡を再処理するための再処理デバイス用の流体分配器
において、それぞれの場合に、第１の入口及び第１の出口を有する第１の流体穴を有する
第１の流体ルーティング本体を有し、第２の入口及び第２の出口を有する少なくとも２つ
の第２の流体穴を有する第２の流体ルーティング本体を有する、流体分配器であって、第
１の流体ルーティング本体及び第２の流体ルーティング本体が、回転軸の周りに互いに対
して回転可能であり、それにより、第１の流体穴が少なくとも２つの第２の流体穴と所定
のシーケンスで流体連通する、流体分配器によって達成される。
【００１０】
　第１の流体穴は、少なくとも第２の流体穴とシーケンシャルに流体連通するため、流体
は、第１の流体穴を通して異なる第２の流体穴まで発生順間隔で搬送される可能性がある
。これは、例えば、設定可能流体流量を調整し、第１の流体穴とそれぞれの第２の流体穴
との間の流体連通が優勢である設定可能時間を調整することによって、供給される流体を
正確に投与することによって起こる可能性がある。
【００１１】
　例えば、２つの第２の流体穴が存在する場合、流体連通は、第１の流体穴と、第１の第
２の流体穴と、第２の第２の流体穴との間で常に交互に起こる可能性がある。第１の流体
穴と第２の流体穴との間に流体連通を提供するため、第１の流体穴の第１の出口は、特に
、流体送出方向に、少なくとも２つの第２の流体穴のそれぞれの第２の入口のそれぞれす
ぐ隣に又は直前に配置される。好ましくは、第２の流体穴の第２の入口は、第１の流体穴
の第１の出口と同じサイズである。これは、第１の流体穴から２の流体穴への流体の的確
な適合及び損失なし移送を可能にする。
【００１２】
　好ましくは、流体穴は、流体ルーティング本体の端面から流体ルーティング本体の他の
端面まで延在する。流体穴が、それぞれの流体ルーティング本体の長手方向軸又はその回
転軸に平行に配置されることが特に好ましい。好ましくは、第１の流体穴、又は好ましく
は、複数の第１の流体穴は、第１の流体ルーティング本体の長手方向軸に平行に配置され
、少なくとも２つの第２の流体穴は、第２の流体ルーティング本体の長手方向軸に平行に
配置される。
【００１３】
　好ましくは、少なくとも２つの第１の流体穴は、第１の流体ルーティング本体内に設け
られる。この好ましい対策は、異なる流体を、非常に容易に、効率的に、また正確に混合
することを可能にする。例えば、２つの第１の流体穴及び２つの第２の流体穴が設けられ
る可能性があり、２つの異なる流体が、２つの第１の流体穴を通して提供され、絶え間な
く交互に起こる流体連通が、２つの第２の流体穴の間で交互動作する一方の第１の流体穴
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から提供され、他の第１の流体穴は、それぞれの他の第２の流体穴と別様に交互に流体連
通する可能性がある。こうして、第１の流体穴を通して第２の流体穴に供給される２つの
異なる流体の効率的な混合は、第２の流体穴内で達成される可能性がある。
【００１４】
　流体の特に効果的な混合は、それぞれの流体の比較的小さな部分が少なくとも２つの第
２の流体穴に常に導入されるように、第１及び第２の流体ルーティング本体が互いに対し
て比較的高速に回転するときに達成される。
【００１５】
　好ましくは、ｍにｎを乗じた数の第２の流体穴が、第２の流体ルーティング本体内に設
けられ、ｎの第１の流体穴が第１の流体ルーティング本体内に設けられ、ｎ及びｍは自然
数であり、ｎは１より大きく、ｍは１以上である。好ましくは、ｍは１より大きい。
【００１６】
　これは、流体が外科器具を再処理するための幾つかのライン又はチャネルを通過するこ
とを可能にする、又は、それぞれ異なる流体又は異なるコンポーネントによって提供され
る流体が、混合されて又は未混合で提供される可能性がある。例えば、２つの第１の流体
穴が第１の流体ルーティング本体内に設けられる可能性があり、４つの第２の流体穴が第
２の流体ルーティング本体内に設けられる可能性がある。例えば、２つの第１の流体穴及
び６つの第２の流体穴が、同様に設けられる可能性がある。
【００１７】
　好ましくは、第１の流体穴の第１の出口又は複数の第１の流体穴の複数の第１の出口及
び複数の第２の流体穴の複数の第２の入口は、回転軸から同じ距離にある。これは、第１
及び第２の流体ルーティング本体が互いに対して回転すると、第１の流体穴と第２の流体
穴とのオーバラップが確実に可能になることを保証する。特に、オーバラップは、それぞ
れの第１の出口とそれぞれの第２の入口との間にある。
【００１８】
　好ましくは、第１の流体穴及び第２の流体穴はそれぞれ、円上で互いから等距離にあり
、円の中心点が回転軸である。
　好ましくは、第１の流体穴の第１の出口の少なくとも２つの列及び第２の流体穴の第２
の入口の少なくとも２つの列が設けられ、第１の流体穴の第１の出口から回転軸までの各
列の距離は、第２の流体穴の第２の入口から回転軸までの列の距離に対応する。これは、
それぞれ著しく多くの流体ライン又はチャネルが流体を供給されることを可能にする。好
ましくは、列内のそれぞれの流体穴は等距離である。それぞれの流体穴は円上にある。
【００１９】
　好ましくは、中空円筒が設けられ、中空円筒内に、第１及び第２の流体ルーティング本
体が配置される。代替的に、第１又は第２の流体ルーティング本体は、第１の流体穴又は
複数の第１の流体穴或は複数の第２の流体穴を端面に有する中空円筒ポットとして設計さ
れ、他の流体ルーティング本体がポット内に配置される。好ましくは、流体ルーティング
本体の少なくとも１つの流体ルーティング本体、すなわち、第１又は第２の流体ルーティ
ング本体は、中空円筒に対して回転可能であるように設計される。好ましくは、中空円筒
上のカラー等の対策が設けられて、１つの／複数の長手方向軸に沿う流体ルーティング本
体の取付けを可能にする。
【００２０】
　好ましくは、平坦シールは、第１の流体ルーティング本体の端面と第２の流体ルーティ
ング本体の端面との間に配置され、第２の流体ルーティング本体に対する第１の流体ルー
ティング本体の相対的回転移動を可能にする。これは、第１及び第２の流体穴がシールさ
れることを可能にし、流体ルーティング本体の互いに対する相対的回転移動が同じように
可能になる。平坦シールは、例えば、テフロンを有する、又は、テフロンからなるシール
である可能性がある。
【００２１】
　好ましくは、シャフトシールが設けられ、シャフトシールは、中空円筒と第１及び／又
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は第２の流体ルーティング本体との間のシールを提供する、又は、中空円筒ポットとして
設計される第１又は第２の流体ルーティング本体と他の流体ルーティング本体との間のシ
ールを提供する。複数の流体ルーティング本体又は少なくとも１つの流体ルーティング本
体は、シャフトシールによって、半径方向に、すなわち、円周上にシールされる可能性が
ある。シャフトシールは、テフロンを含む、又は、テフロンからなるシールである可能性
がある。
【００２２】
　本発明によれば、上述される本発明による流体分配器を用いる、外科器具、特に内視鏡
を再処理するための再処理デバイスが提供される。流体分配器は、好ましくは、再処理デ
バイスのハウジング内に配置され、この状況において、再処理デバイスが外部流体源又は
流体ラインに接続されることを可能にする。中空円筒がハウジングにしっかり接続される
、又は、円筒ポットがハウジングにしっかり接続されることが、好ましくは実現される可
能性がある。中空円筒は、同様に、中空円筒の外側輪郭が円形断面を持つのではなく、む
しろ矩形であるが、流体ルーティング本体がその中に配置される内側輪郭が丸い断面を有
するように構成される可能性があり、それが、回転移動を可能にする。
【００２３】
　本発明によれば、本発明による流体分配器は、外科器具、特に内視鏡を再処理するため
の再処理デバイスにおいて使用される。
　本発明によれば、本発明による流体分配器を使用して、外科器具、特に内視鏡を再処理
するための再処理デバイスを動作させるための方法が提供され、少なくとも１つの流体が
、第１の流体ルーティング本体の少なくとも１つの第１の流体穴を通して第２の流体ルー
ティング本体の少なくとも２つの第２の流体穴まで導かれ、第１の流体穴が少なくとも２
つの第２の流体穴にシーケンシャルに流体連通するため、流体が、第１の流体穴から少な
くとも２つの第２の流体穴にシーケンシャルに導入されることが実現される。
【００２４】
　好ましくは、方法は、少なくとも２つの第１の流体穴から少なくとも２つの第２の流体
穴に入るように流体を移送することを伴い、第１の流体穴は、流体連通がシーケンシャル
に提供されるように、少なくとも２つの第２の流体穴とシーケンシャルに流体連通する可
能性がある。好ましくは、異なる流体が使用されて、第２の流体穴内に流体混合物を提供
する。接続部が、第２の流体穴において設けられ、接続部は、例えば、内視鏡のチャネル
に接続されて、内視鏡のチャネルを通して流体を導く。
【００２５】
　本発明の更なる特徴は、特許請求の範囲及び含まれる図面を一緒に用いた、本発明によ
る実施形態の説明から明らかになるであろう。本発明による実施形態は、個々の特徴又は
幾つかの特徴の組合せを達成する可能性がある。
【００２６】
　本発明は、図面を参照して例示的な実施形態に基づいて、本発明の一般的な考えを制限
することなく以下で述べられ、本発明者等は、本明細書でより詳細に説明されない本発明
による全ての詳細の開示に関して、図面を明示的に参照する。
【００２７】
　図面において、同じ又は類似のタイプの要素及び／又は部品は、再紹介が省略されるよ
うに同じ参照数字を備える。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明による再処理デバイスの概略的表現である。
【図２】２つの流体穴が異なる回転位置にある状態の、第１の流体ルーティング本体の略
平面図である。
【図３】図２による第１の流体ルーティング本体の回転位置に対応する、対応する流体穴
に流体が導入される第２の流体ルーティング本体の略平面図である。
【図４】第１の実施形態の本発明による、流体分配器の概略的断面表現である。
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【図５】第２の実施形態の本発明による、流体分配器の概略的３次元表現である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
［発明の詳細な説明］
　図１は、本発明による再処理デバイス１０の概略的表現である。再処理デバイス１０内
で、内視鏡１２は、バスケット３２によって概略的に示される。内視鏡１２は、清浄化さ
れ消毒されるチャネルを有する。ライン３３は、このために設けられ、ライン３３を通し
て、液体並びに気体等の対応する流体が導かれる可能性がある。対応する流体を内視鏡１
２に導くため、接続プレート３１がバスケット３２上に設けられ、バスケット３２は流体
分配器１１に接続される可能性がある。ライン３３は、接続プレート３１なしで、流体分
配器１１に直接接続される可能性がある。流体分配器は、流体リザーバ３６及び３７から
ライン３４を介してポンプ３５から対応する流体を供給される。流体分配器１１は、第２
の流体ルーティング本体１４が直接接続される先の第１の流体ルーティング本体１３内に
２つの第１の流体穴１５、１６を有する。４つの流体穴（図示せず）が、第２の流体ルー
ティング本体内に設けられ、接続プレート３１に対するライン３３の接続部と連通する。
【００３０】
　この例示的な実施形態において、第１の流体ルーティング本体１３は、第２の流体ルー
ティング本体１４に対して回転可能である。第１の流体ルーティング本体１３が回転する
ことを可能にすることは、第１の流体穴１５、１６が、第２の流体ルーティング本体１４
の４つの第２の流体穴（図示せず）と交互に連通することを可能にする。この例示的な実
施形態において、２つの穴は互いに常に連通する。これは、より詳細に図２及び３に再び
示される。
【００３１】
　図２は、異なる回転角度にある第１の流体ルーティング本体１３を示す。図２ａ）に示
すホーム位置において、第１の流体穴１５及び別の第１の流体穴１６を有する第１の流体
ルーティング本体１３が示される。流体は、流体穴１５及び１６のそれぞれにおいて示さ
れ、参照数字２８及び２９を備える。第１の流体ルーティング本体１３は、それぞれ矢印
の方向３０又は回転方向３０に回転する可能性がある。図２ａ）のホーム位置から始めて
、図２ｂ）に示す９０°回転後の位置に達する。別の９０°回転後に、図２ｃ）に示す第
１の流体ルーティング本体１３の位置に達する。相応して、図２ｄ）の位置は、更なる９
０°回転後に提供される。供給ラインの過剰なよじれを防止するため、図２ａ）のホーム
位置に達するために、逆の、すなわち、回転方向３０と反対の回転が設けられる場合が好
ましい。
【００３２】
　図３は、第２の流体ルーティング本体１４を、図３ａ）、ｂ）、ｃ）、及びｄ）におい
て４回概略的に描く。第２の流体ルーティング本体１４は、４つの第２の流体穴２０、２
１、２２、２３を有し、第２の流体穴２０、２１、２２、２３は全て、第２の流体ルーテ
ィング本体の断面の中心点まで同じ距離を有し、第２の流体穴２０、２１、２２、２３の
中心点を接続する円上で互いに等距離にある。相応して、第２の流体穴２０～２３は、図
２ａ）、ｂ）、ｃ）、及びｄ）において連続的に示される、第１の流体ルーティング本体
１３が回転した後の位置に応じて、図２に示す第１の流体ルーティング本体１３の第１の
流体穴１５、１６と連通する可能性がある。
【００３３】
　互いに連通する穴は、穴において示す流体によって容易に識別（ｄｉｓｃｅｒｎ）され
る可能性がある。図３ａ）の場合、流体２８は、相応して穴２０内に入れられ、流体２９
は穴２２に入れられる。図３ｂ）において、流体２８は第２の流体穴２１に流れ、流体２
９は第２の流体穴２３に流れる。相応して、図３ｃ）において、流体２８は第２の流体穴
２０に流れ、流体２９は第２の流体穴２２に流れる。したがって、流体２８及び流体２９
が異なる流体である限りにおいて、異なる流体が第２の流体穴２０、２１、２２、２３に
交互に常に導入されるため、混合物が、それぞれの流体チャネル内で達成される可能性が
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ある。相応して短くシーケンシャルな流体の供給によって、非常に均等な投与及び混合が
達成される可能性がある。
【００３４】
　図４は、別の実施形態における本発明による流体分配器１１の断面図を概略的に示す。
この例示的な実施形態において、第１の流体ルーティング本体１３及び第２の流体ルーテ
ィング本体１４は中空円筒４１に導入される。中空円筒４１は、本発明による再処理デバ
イスのハウジングに導入される可能性がある。図４は、第１の流体穴１５が第２の流体穴
２０と連通する、すなわち、流体が、矢印の方向に、接続部４０から第１の入口１７を介
して第１の流体穴１５を通り、その後、第２の流体穴２０を通り第２の出口２５を介して
接続部４０まで流れる可能性がある。第１の流体穴１５の第１の出口１８が第２の流体穴
２０の第２の入口２４に直接対向して存在することが見られる。同じことが、図４におい
て下方に示す第１の流体穴１６及び第２の流体穴２１について当てはまる。
【００３５】
　第１の流体ルーティング本体１３が、図面の平面内に存在しかつ水平である軸の周りに
回転する可能性があり、又は、第２の流体ルーティング本体１４が、この回転軸２７の周
りに相応して回転する可能性があり、それにより、第１の流体穴１５、１６及び第２の流
体穴２０、２１との間の流体連通を可能にすることが実現される可能性がある。したがっ
て、２つの第２の流体穴２０、２１だけがここで図４に示すように設けられる限り、それ
ぞれの第１の流体穴は、それぞれの第２の流体穴と常に流体連通する可能性がある。断面
図であるため図４に示されない他の第２の流体穴によって、対応する流体連通が、図２及
び３に示すように提供される可能性がある。
【００３６】
　シールを提供するため、例えばテフロンで作られた平坦シール４５が、第１の流体ルー
ティング本体１３の端面４３と第２の流体ルーティング本体１４の端面４４との間に設け
られる。更に、図４において第２の流体ルーティング本体１４と中空円筒４１との間のシ
ールを提供するそれぞれ半径方向シール又はシャフトシール４６が設けられる可能性があ
る。対応するシャフトシール４６は、同様に、第１の流体ルーティング本体１３の領域内
に設けられる可能性がある。しかし、これは図４に示されない。シャフトシール４６は、
テフロンで作られる又はテフロンを含む可能性がある。
【００３７】
　図５は、異なる設計における本発明による流体分配器１１の更なる実施形態を示す。こ
の例示的な実施形態において、第２の流体ルーティング本体１４はポットの形状で設計さ
れ、第１の流体ルーティング本体１３はこのポットに導入される。表現が３次元であるた
め、端面４２は、暗示されるだけである。対応する平坦シールは、同様に、第２の流体ル
ーティング本体１４の端面４２と第１の流体ルーティング本体１３の対向する端面との間
に設けられる可能性がある。この状況において意味される端面４２はポットの一方の内側
である。
【００３８】
　ここで同様に、それぞれ第１の流体ルーティング本体１３又は第２の流体ルーティング
本体１４の対応する第１の入口１７を示す、対応する接続部４０が設けられる。
　第１及び第２の流体ルーティング本体１３、１４及び中空円筒４１は、同様に、それぞ
れ鋼又はＰＥＥＫ或はポリエーテルエーテルケトンで作られる可能性がある。
【００３９】
　本発明の概念は、投与装置として使用される可能性がある円筒本体によって実現される
。円筒は、この状況において、例えば、シェルまたはポットのように設計され、対応する
貫通穴を有する。
【００４０】
　穴の中心点は、中央軸の周りに同心上に分配される。
　回転インサートは、それぞれポット又はシェル内に位置付けられ、回転移動を可能にす
るためフォームフィット方式で接続される。
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　インサートは、円筒自体内に設けられる穴として、円筒の中央軸から同じ距離だけ離れ
て配置される２つ以上の貫通穴を有する可能性がある。これは、コンポーネントの１つの
回転移動中に、穴が互いに対して開口し閉鎖することを可能にする。穴は、互いに同心に
配置される。
【００４２】
　回転インサートは、例えばロックネジによって手動で、或は、それぞれ空気圧システム
又はサーボモータによって自動で駆動され、所望の位置に移動される可能性がある。
　液体又は気体媒体、すなわち、流体は、重力及び／又は圧縮空気によって又はポンプに
よって、インサートを通り円筒を介して個々のチャネル内にまたその後最終的にホース又
はチューブ内に導かれる可能性がある。
【００４３】
　液体又は気体流体が、それにより投与される可能性がある。対応する穴は、異なる回転
位置によって開口又は閉鎖する可能性がある。回転位置は、経時的に制御又は調節される
可能性があり、それにより、流れる流体の量は、具体的に制御される可能性がある。更に
、３つ以上の接続部が存在するとき、流体の効率的な混合が可能になる可能性がある。
【００４４】
　これは、非常に空間節約的な投与並びに流体の混合を可能にする。更に、清浄化用化学
物質が意図的に付加される可能性がある。
　他の特徴と組合せて開示される、図面だけから得られる特徴及び個々の特徴を含む、挙
げた全ての特徴は、本発明にとって非常に重要であるとものとして単独でまた組合せて考
えられる。本発明による実施形態は、個々の特徴又は幾つかの特徴の組合せを通して達成
される可能性がある。本発明の状況において、「特に（ｉｎ　ｐａｒｔｉｃｕｌａｒ）」
又は「好ましくは（ｐｒｅｆｅｒａｂｌｙ）」と共に指定される特徴はオプションの特徴
として理解される。
【符号の説明】
【００４５】
１０…再処理デバイス、１１…流体分配器、１２…内視鏡、１３…第１の流体ルーティン
グ本体、１４…第２の流体ルーティング本体、１５…第１の流体穴、１６…第１の流体穴
、１７…第１の入口、１８…第１の出口、２０…第２の流体穴、２１…第２の流体穴、２
２…第２の流体穴、２３…第２の流体穴、２４…第２の入口、２５…第２の出口、２７…
回転軸、２８…第１の流体、２９…第２の流体、３０…回転方向、３１…エツ族プレート
、３２…バスケット、３３…ライン、３４…ライン、３５…ポンプ、３６…流体リザーバ
、３７…流体リザーバ、４０…接続部、４１…中空円筒、４２…面側、４３…端面、４４
…端面、４５…平坦シール、４６…シャフトシール
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【国際調査報告】
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摘要(译)

本发明涉及一种用于外科器械（12）的流体分配器（11），特别是一种
用于对内窥镜进行后处理的后处理装置（10），所述内窥镜分别是第一
入口（17）和第一入口（17）。 具有第一流体路由主体（13），该第一
流体路由主体（13）具有第一流体孔（15、16），该第一流体孔具有一
个出口（18），第二入口（24）和第二出口（25） 一种流体分配器
（11），其具有第二流体路由主体（14），该第二流体路由主体（14）
具有至少两个第二流体孔（20，23），第一流体路由主体（13）和第二
流体路由主体（13）。 流体路由主体（14）可绕旋转轴线（27）相对于
彼此旋转，使得第一流体孔（15，16）是至少两个第二流体孔（20，
23）。 ）以预定顺序与流体分配器（11）流体连通。
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